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の
で
、
現
場
の
状
況
を
よ
り
反
映
し
た
内
容

に
な
る
の
で
は
な
い
か
─
─
と
、
若
干
の
期

待
を
持
っ
て「
意
見
交
換
会
」を
取
材
し
た
の

だ
が
、
実
際
は
違
っ
て
い
た
。

　

道
が
用
意
し
た
資
料
に
は
、
20
年
度
の
有

機
農
業
の
指
標
と
し
た「
取
り
組
み
面
積
４

８
１
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
」「
有
機
農
家
戸
数
４
７

１
戸
」「
認
知
度
33
％
」に
対
し
、
５
期
が
終

わ
る
30
年
に
は「
１
・
１
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
」

「
６
百
戸
」「
50
％
」と
す
る
目
標
を
掲
げ
た
。

う
ち
、
面
積
は
す
で
に
１
・
３
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
達
し「
目
標
対
比
１
１
８
％
」と
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
れ
は
決
し
て
胸
を
張
れ
る
数
値

で
は
な
い
。
道
が
市
町
村
に
対
し
て
行
な
っ

た
調
査
の
結
果（
25
年
３
月
現
在
）に
よ
る
と
、

全
道
９
千
２
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り
の
取
り
組

み
面
積
の
う
ち「
牧
草
」が
５
千
６
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
余
り
と
全
体
の
60
％
を
超
え
る
。
そ

し
て
、
ソ
バ
10
％
、
大
豆
６
％
、
小
麦
４
％

…
と
続
く
。

　

牧
草
が
多
い
の
は
、
も
と
も
と
農
薬
を
散

布
す
る
農
場
が
少
な
い
の
に
加
え
、
国
の

補
助
金
が
支
給
さ
れ
た
事
が
大
き
い
。
し

か
し
、
牧
草
の
作
付
面
積
と
並
行
す
る
形

で
有
機
酪
農
の
比
率
は
伸
び
な
い
。
主
要

穀
物
の
米
や
大
豆
、
小
麦
な
ど
の
有
機
栽

培
も
ま
だ
少
な
い
の
が
実
態
だ
。

　

今
年
７
月
に
開
か
れ
た「
北
海
道
食
の
安

全
・
安
心
委
員
会
」（
知
事
の
諮
問
機
関
）の

席
上
、
新
篠
津
村
で
有
機
農
業
を
営
む
大

塚
早
苗
委
員
が
計
画
に
対
し
、
次
の
よ
う

な
意
見（
要
旨
）を
述
べ
た
。

「
有
機
農
業
の
取
り
組
み
面
積
、
有
機
農
業

者
数
、
有
機
の
国
産
シ
ェ
ア
、
週
１
回
以

上
有
機
食
品
を
利
用
す
る
消
費
者
の
割
合

を
目
標
に
挙
げ
て
い
る
が
、
現
場
で
は
難

し
い
と
感
じ
る
」

「
消
費
者
が
店
頭
で
手
に
取
る
の
は
野
菜
だ

が
、
労
働
集
約
型
な
の
で
一
気
に
拡
大
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
面
積
の
拡
大

を
優
先
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
機
械
化
し
や

す
い
土
地
利
用
型
の
作
物
を
増
や
す
こ
と

が
現
実
的
。
面
積
の
拡
大
と
農
業
者
の
数

の
増
加
は
、
必
ず
し
も
同
じ
方
向
で
進
む

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
」

「
目
的
が
環
境
負
荷
の
低
減
な
の
か
、
国
産

有
機
食
品
市
場
の
拡
大
な
の
か
、
日
常
的
に

有
機
食
品
を
選
択
で
き
る
環
境
づ
く
り
な
の

か
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
」

　

こ
う
し
た
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
意
見

に
、
学
識
者
か
ら
も
賛
意
が
示
さ
れ
、「
こ
の

計
画
は
何
を
目
的
と
し
、
ど
こ
を
目
指
し
て

い
る
の
か
が
見
え
な
い
」（
小
関
成
樹
・
北
大

大
学
院
農
学
研
究
院
教
授
）と
の
声
も
。
消

費
者
側
か
ら
は「『
環
境
に
や
さ
し
い
』『
安
心

し
て
食
べ
ら
れ
る
』と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
ほ

う
が
身
近
。
購
買
意
欲
や
関
心
度
な
ど
を
指

標
に
し
た
ほ
う
が
実
感
に
合
う
の
で
は
」（
犬

島
奈
美
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
組
合
員
活
動
委
員

長
）と
い
っ
た
意
見
も
出
た
。

　

生
煮
え
の「
推
進
計
画
」を
め
ぐ
る
状
況
の

一
方
で
、
有
機
農
業
を
は
じ
め
と
す
る「
環

境
調
和
型
農
業
」の
取
り
組
み
が
全
国
的
な

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
は
、
30
年
度
ま
で
に
全
国
す
べ

て
の
Ｊ
Ａ
が
環
境
調
整
型
農
業
を
実
践
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
こ
こ
数
年
、
本
道
を
含
む

各
地
の
先
進
事
例
の
視
察
を
実
施
。
今
後
、

優
良
事
例
な
ど
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
の
周
知

や
、
職
員
向
け
研
修
会
な
ど
に
取
り
組
む
と

い
う（
８
月
29
日
付『
日
本
農
業
新
聞
』）。
有

機
農
業
と
は
一
定
の
距
離
を
置
い
て
き
た
ホ

ク
レ
ン
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
に
ど
う

対
応
す
る
の
か
。
関
係
者
の
取
り
組
み
を
注

視
し
た
い
。
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「有機農業推進計画」の改定を前に（上）

今
か
ら
20
年
前
に「
有
機
農
業
推
進
法
」が
成
立
す
る
ま
で
、

有
機
農
産
物
の
生
産
を
手
が
け
る
人
は
ひ
と
握
り
だ
っ
た
。

同
法
に
基
づ
き
都
道
府
県
単
位
で「
推
進
計
画
」の
策
定
が
義

務
づ
け
ら
れ
、
21
年
に
は
農
林
水
産
省
が「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」の
中
で
２
０
５
０
年
ま
で
に
国
内
の
耕
地

面
積
の
４
分
の
１
ま
で
を「
有
機
」に
転
換
す
る
方
針
を
示
す

中
で
、
時
代
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
道
内
で
は
今
、
27
～
31

年
度
の
第
５
期「
推
進
計
画
」の
策
定
に
向
け
た
作
業
が
進
行

中
だ
が
、
道
の「
食
の
安
全
・
安
心
委
員
会
」の
審
議
の
中
で
、

「
目
的
や
方
向
性
が
見
え
な
い
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
道

政
の
本
気
度
が
試
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な「
推
進
計
画
」を
め

ぐ
る
状
況
の
一
端
を
、「
安
平
町
有
機
農
業
推
進
協
議
会
」代

表
の
小
路
健
男
さ
ん
の
提
言
を
交
え
な
が
ら
紹
介
す
る
。

「
農
家
の
参
加
が
少
な
く
記
録
は
非
公
開 

有

機
農
業
振
興
の
意
見
交
換
会
が
不
調
」の
見

出
し
で
先
月
号
に
短
い
記
事
を
書
い
た
。

　

戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
一
部
の
篤
農
家
や

新
規
就
農
者
ら
が
担
っ
て
き
た
有
機
農
業
に

対
し
、
議
員
立
法
に
よ
る
推
進
法
が
制
定
さ

れ
、農
林
水
産
省
も
５
年
前
に
策
定
し
た「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」の
中
で
具
体

的
な
目
標
を
設
定
。
２
０
５
０
年
ま
で
に
国

内
の
耕
地
面
積
に
占
め
る
有
機
農
業
の
割
合

を
25
％
ま
で
拡
大
す
る
─
─
と
い
う
意
欲
的

な
戦
略
目
標
が
策
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

推
進
法
で
は
都
道
府
県
単
位
で「
推
進
計

画
」の
策
定
を
求
め
る
一
方
、
道
も
ま
た「
食

の
安
全
・
安
心
条
例
」の
中
で
有
機
農
業
の

推
進
を
明
記
し
て
い
る
。
そ
ん
な
状
況
の
中

で
の「
第
５
期
推
進
計
画
」（
27
～
31
年
度
）な

「
み
ど
り
戦
略
」で
目
標
掲
げ
た
が

伸
び
な
い
主
要
な
穀
類
の
栽
培
面
積

「
目
的
や
方
向
性
が
見
え
な
い
」と

諮
問
機
関
の
委
員
か
ら
も
苦
言
が
…

▲農家の参加が少なく、記録も非公開と
　された道主催「有機農業推進計画」の意
　見交換会（８月 25日、旭川市内で）

◀︎農水省による有機農業セミナー。「最近は
　道庁より国のほうが有機に熱心」の声も　
　（２月 17日、北大で）

農
業
政
策
と
地
域
政
策
を
セ
ッ
ト
で

考
え
な
け
れ
ば“
有
機
”は
普
及
し
な
い

道の駅「あびらＤ 51 ステーション」は、有機農産物や平飼い卵などの直販コーナーを常設し、安平町内と近隣の町の有機農業者
らの生産物が並ぶ。今ではすっかり定着し、有機農業の普及にも一役買っている。



昨年、安平町で新規就農した佐藤賢治さんが営む「白
樺オーガニックファーム」の大豆畑

道内消費者の有機農産物に対する購買
意識（北海道農政部資料）

（しょうじ・たけお）1964 年、茨城県日立市生まれ。85
年に酪農学園大農業経済学科を卒業後、同県の「たま
ごの会八郷農場」で３年間の有機農業研修。91 年、胆
振管内追分町（現安平町）に新規入植。2000 年から３期
10 年間、安平町議。01 年の北海道有機農協設立に参
画し、05年から今年３月まで代表理事組合長を務めた

“ 農と食 ”“ 農と食 ”
北の大地から北の大地から
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有
機
農
業
で
も
同
様
で
、
消
費
先
は
本
州

方
面
が
多
く
、
輸
送
コ
ス
ト
が
推
進
の
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
局
、
慣
行
栽
培
の
農
産
物
と
競
合
し
て

価
格
の
高
止
ま
り
を
招
い
て
お
り
、
生
産
物

を
混
載
す
る
な
ど
の
対
応
を
講
じ
な
い
と
、

有
機
の
生
産
量
が
増
え
て
も
捌
き
き
れ
ま
せ

ん
。
有
機
農
産
物
の
消
費
拡
大
は
、
価
格
下

落
の
危
険
性
を
と
も
な
う
こ
と
か
ら（
農
家

は
）規
模
拡
大
し
て
効
率
化
す
る
し
か
な
い
わ

け
で
す
。

　

ま
た
、
道
内
に
は
有
機
の
原
料
を
受
け
入

れ
る
加
工
事
業
者
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
加
工
場
は
皆
無
に
近
い
。

有
機
農
産
物
に
特
化
し
た
貯
蔵
施
設
も
少
な

く
、
と
り
わ
け
新
規
就
農
者
に
と
っ
て
は
難

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
既
存
の
農

協（
Ｊ
Ａ
）が
持
っ
て
い
る
よ
う
な
貯
蔵
施
設

を
、
有
機
農
産
物
専
門
の
も
の
と
し
て
活
用

す
る
な
ど
、
連
携
が
進
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

３
番
目
の
課
題
は
、
生
産
技
術
と
経
営
に

関
す
る
も
の
で
す
。

　

有
機
農
業
の
拡
大
に
は
、
慣
行
栽
培

か
ら
の
転
換
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
現
状
で
は
、

非
有
機
の
農
家
は
次
の
よ
う
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

①
有
機
栽
培
の
技
術
や
生
産
物
の
品
質
、

生
産
量
、
課
題
に
つ
い
て
知
ら
な
い

　

②
有
機
農
業
者
の
経
営
内
容（
販
売
金
額
、

販
売
先
、
流
通
方
法
な
ど
）に
つ
い
て
知
ら
な

い
　

③
前
記
２
項
目
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
現
状

の
経
営
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
な
い

　

と
り
わ
け
、
②
の
課
題
が
解
決
し
な
い
限

り
、
慣
行
栽
培
か
ら
有
機
に
転
換
す
る
人
は

き
わ
め
て
少
な
い
で
し
ょ
う
。

　

道
農
政
部
が
ま
と
め
た
振
興
局
別
の
有
機

農
業
の
取
り
組
み
面
積
は
25
年
度
末
現
在
で

９
千
２
３
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
う
ち
牧
草
が
５

千
６
３
４
ヘ
ク
タ
ー
ル（
全
体
の
61
％
）を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
有
機
牧
草
に
偏
重

し
た
実
態
を
見
直
し
、
牧
草
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

と
有
機
酪
農
を
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
創
ら
な

け
れ
ば
、
関
連
の
補
助
金
が
打
ち
切
ら
れ
る

と
、
せ
っ
か
く
広
が
っ
た
有
機
農
業
の
取
り

組
み
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

北
海
道
で
は
、
畑
作
と
水
田
関
係
の
品
目

に
よ
っ
て
、
有
機
の
取
り
組
み
面
積
を
ク
リ

ア
す
る
方
向
に
進
む
べ
き
で
す
。
そ
こ
に
、

各
Ｊ
Ａ
や
ホ
ク
レ
ン
な
ど
に
も
関
わ
っ
て
も

ら
い
、
適
正
価
格
に
沿
っ
た
販
売
力
を
つ
け

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

自
治
体
が
主
導
す
る
有
機
農
業
の
先
進
事

例
と
し
て
、
千
葉
県
い
す
み
市
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
同
市
で
は
２
０
１
２
年
に
皆
無
だ
っ
た

有
機
米
づ
く
り
を
、
指
導
者
を
呼
ん
で
ス
タ
ー

ト
。
17
年
に
は
、
市
内
小
中
学
校
の
給
食
に

有
機
米
１
０
０
％
を
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
有
機
野
菜
の
利
用
も
段
階
的
に
拡
大
し
、

安
全
で
お
い
し
い
食
を
提
供
す
る
こ
と
と
地

域
農
業
の
振
興
を
結
び
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
Ｊ

Ａ
や
農
業
者
、
県
、
普
及
指
導
機
関
、
消
費

者
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
推
進
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。
昨
年
２
月
に
は
、
同
市
は「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」を
宣
言
し
、
29
年
度
こ

ろ
ま
で
に
有
機
農
業
面
積
や
有
機
農
家
を
よ

り
増
や
し
、
給
食
で
の
有
機
野
菜
の
利
用
を

拡
大
す
る
計
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、「
有
機
農

業
の
ま
ち
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
定

着
し
、
地
域
産
品
の
知
名
度
向
上
や
観
光
客

な
ど
の
増
加
、
移
住
・
新
規
就
農
者
の
増
加
、

生
物
多
様
性
や
環
境
の
保
全
、
６
次
産
業
化

や
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
、
地
域
経
済
や
町

づ
く
り
へ
の
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

い
す
み
市
の
成
功
は
、
有
機
農
業
そ
の
も

の
が
目
的
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
一
連
の

活
動
を
通
じ
て「
子
ど
も
を
育
て
、
農
家
を
育

て
、
自
然
を
守
り
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す

る
」と
い
う
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
た
こ
と
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
で
は
、

農
業
政
策
と
地
域
政
策
を
一
体
で
考
え
る
こ

と
が
、
持
続
可
能
な
農
業
と
地
方
創
生
の
鍵

と
な
る
─
─
そ
の
こ
と
を
よ
く
物
語
る
事
例

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
８
月
６
日
、
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」食
料

自
給
講
座
で
の
発
表
を
要
約
・
加
筆
）

　

北
海
道
は
、
戦
後
日
本
の
農
業
政
策
の
優

等
生
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
大
規
模
化
と
非
有

機
栽
培
が
主
流
で
し
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的

な
経
緯
が
あ
る
た
め
、
国
や
道
、
大
学
な
ど

の
教
育
機
関
、
農
協
を
は
じ
め
と
す
る
農
業

団
体
、
民
間
の
取
り
組
み
も
ま
た
、
大
規
模

化
と
非
有
機
に
連
動
す
る
形
で
成
り
立
っ
て

お
り
、
有
機
農
業
に
対
す
る
理
解
が
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。

　

現
状
で
は
、
公
的
な
教
育
機
関
で
有
機
農

業
を
本
格
的
に
学
べ
る
場
所
も
き
わ
め
て
少

な
く
、
後
志
管
内
の
北
海
道
真
狩
高
校（
定
時

制
）の
専
門
課
程
の
中
に「
有
機
農
業
コ
ー
ス
」

が
設
け
ら
れ
て
い
る
程
度
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

公
的
な
場
で
有
機
農
業
者
を
育
て
る
取
り

組
み
は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現
場
の
農

業
者
に
人
材
育
成
を
ゆ
だ
ね
る
傾
向
が
強
く
、

有
機
関
連
の
支
援
策
も
国
の
環
境
支
払
い
交

　

自
給
率
２
０
０
％
の
北
海
道
は
、
日
本
の

食
料
自
給
を
支
え
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。
北
海
道
の
有
機
農
業
に

は
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
環

境
保
全
の
面
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
の
地
域

農
業
を
持
続
さ
せ
る
上
で
も
、
新
た
な
選
択

肢
に
な
り
得
ま
す
。

　

＊
1
戸
あ
た
り
経
営
面
積
が
大
き
く
、
ま

と
ま
っ
た
有
機
団
地
を
形
成
し
や
す
い

　

＊
輪
作
体
系
が
確
立
し
て
お
り
、
有
機
栽

培
と
の
親
和
性
が
高
い

　

＊
堆
肥
や
緑
肥
を
活
用
し
や
す
い
酪
農
・

畜
産
と
の
連
携
が
期
待
で
き
る

　

そ
う
し
た
一
方
で
、
人
材
育
成
や
有
機
農

畜
産
物
の
加
工
、
技
術
と
経
営
な
ど
を
め
ぐ

り
、
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
や
加
工
事
業
に
力
を
注
ぎ

人
材
育
成
や
加
工
事
業
に
力
を
注
ぎ

道
立
農
業
大
学
校
に
は
専
門
課
程
を

道
立
農
業
大
学
校
に
は
専
門
課
程
を

  
「
安
平
町
有
機
農
業
推
進
協
議
会
」の
小
路
健
男
会
長
か
ら
見
た
今
後
の
課
題

「
安
平
町
有
機
農
業
推
進
協
議
会
」の
小
路
健
男
会
長
か
ら
見
た
今
後
の
課
題

付
金
を
は
じ
め
、
国
や
道
の
推
進
事
業
な
ど

に
留
ま
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　

今
後
は
、
既
存
の
教
育
機
関
に
も
っ
と
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
に
有
機
農
業
に

取
り
組
む
地
域
が
つ
な
が
る
と
い
い
。
そ
の

意
味
で
も
、
十
勝
管
内
本
別
町
に
あ
る
道
立

農
業
大
学
校
に
は「
有
機
農
業
コ
ー
ス
」を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

　

農
業
試
験
場
な
ど
の
研
究
機
関
も
、
有
機

農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
つ
つ
、
継
続
し

て
拡
充
し
て
い
く
取
り
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
う
ち
の
農
場
で
も
以
前
、
農
業
試
験
場

か
ら
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
方
が

ど
ん
な
試
験
研
究
を
し
た
い
の
か
よ
く
分
か

ら
な
い
─
─
と
い
っ
た
場
面
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
後
は
、
従
来
の
土
壌
の
化
学
的
・

物
理
的
な
面
の
試
験
研
究
だ
け
で
は
な
く
、

土
の
微
生
物
に
着
目
し
た
研
究
を
掘
り
下
げ
、

現
場
で
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
ほ

し
い
。

　

２
番
目
の
課
題
は
、
有
機
農
産
物
の
加
工

事
業
を
め
ぐ
る
問
題
で
す
。

　

北
海
道
で
は
、
冬
場
が
長
い
こ
と
も
あ
り
、

一
定
の
規
模
で
原
料
生
産
の
た
め
の
農
業
が

営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
経
営
の

き
び
し
さ
を
規
模
拡
大
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
し

よ
う
と
し
ま
す
。

人
づ
く
り
や
試
験
研
究
の
課
題
は
？

「
有
機
」に
特
化
し
た
加
工
事
業
を

牧
草
の
認
証
と
有
機
酪
農
の
結
合
を

千
葉
県
い
す
み
市
の
有
機
米
に
学
ぶ

有
機
の
現
状
を
慣
行
農
家
に
伝
え
る


